
内部被ばくー原子力災害直後の対応ー

○原則は口、鼻、傷口から入らないように
○基準値以下の微量の放射性物質を過剰に心配して、
食物の栄養バランスを崩さないように

○放射性物質の放出の情報に気をつける
○土が身体、靴、服に付けばすぐに洗う

線量低減
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食品からの被ばくー原子力災害直後の対応ー

野菜／果実／きのこ：洗浄、ゆでる（煮汁は捨てる）

肉／魚：塩焼き等で肉汁を落とす

例）野菜／果実を洗浄：0～40% 除去
野菜／果実をゆでる：10～60% 除去

例）肉をゆでる(ゆで汁に移行)：30～80% 除去
肉を焼く(肉汁に移行)：20～50% 除去

●野生のものは大量に食べない
●いろいろな品目、いろいろな産地のものを食べる 栄養の偏りに注意

出典：国際原子力機関（IAEA）TRS472

線量低減

調理の過程で放射性物質の低減が可能
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